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開会挨拶 

 
大阪教育大学長 栗 林 澄 夫 

 

年度末，御多用のところ，お運びいただきありがとうございます。 

 本日のフォーラムは，京阪奈三教育大学連携推進協議会が主催しておりますが，この協議会の世話役

は三大学持回りとなっており，大阪教育大学が今年度当番大学となっております関係上，最初に御挨拶

をさせていただきます。 

 このフォーラムは，昨年に続いて２度目となります。前回は，事業の目的や実施体制などについて，

三大学関係者に周知することを主眼としておりましたが，今回は，これまでの取組状況を広くお示しし，

今後の更なる展開に繋げていきたいと考えております。そのため，文部科学省高等教育局の佐藤室長，

大阪府教育委員会教育監の津田先生のお二方にもわざわざお越しいただき，忌憚のない御意見を頂戴し

たいと思います。お二方におかれましては，公務御多用のところ，誠にありがとうございます。よろし

くお願いいたします。 

なお，さらに京都・大阪・奈良の６府県市の教育委員会の御後援もいただいております。この場をお

借りして，御礼申し上げます。 

 さて，近年，日本の教員養成大学・学部は，国の財政状況や計画養成の撤廃による私学参入などを背

景に，その存在意義を含め，多様な評価がなされ，我々，京阪奈三教育大学もその在り様を厳しく問わ

れています。一方，学校現場に目を転じると，多くの先生方が，子どもたちの成長に粉骨砕身，日々，

努力されているにも拘わらず，さまざまな課題が後を絶ちません。こういった状況を打開する有効な手

だてが掴めない中，教員の養成・研修を担う教職課程認定大学，特に教員養成大学が果たすべき役割に

は非常に大きなものがあります。 

 教員養成大学というのは，規模は小さいが多くの専門分野の教員で構成されています。そのため，教

育研究活動は，従来から教員個人レベルの取組みになりがちな傾向がありました。そこで，我々，三大

学では，教育研究活動を組織的に編成し，更に大学の枠組みを超えた連携による取組みを進めることと

し，平成２４年度から２９年度までの６年間，文部科学省国立大学改革強化推進補助金を得て， 具体

的な活動を進めています。その意味では，本日は，その中間報告ということにもなりますが，「連携拠

点センター」と「双方向遠隔授業」を中心に御説明いたします。 

 また，先程，御紹介しました文部科学省の佐藤室長と大阪府の津田教育監，それに我々三大学長によ

るパネルディスカッションも予定しております。こちらの方は，どういった展開になるのか，私も楽し

みにしております。 

 そのようなことで，３時間半と短い時間ではありますが，お付き合い願いますとともに，今後とも三

大学の運営に御理解・御協力の程，よろしくお願い申し上げます。 
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